
騙

’

ノ

’

’

冷

r

！

「

’

’

N。．131

足立区興野町の善応寺

昭和36年1月16日第3種郵便物認可　昭和42年12月1日第131号（毎月1回1日発行1郁20円，

42、

本号に限り休載

全
熱

戦
般
轟
嚢
籏
る

の

’

「

．財団法人　全日本仏教会

‘
、
，

、

1

’



’

、

全　　　　仏
第3種郵便物認可昭和42年12月1日

出
足
・
す
こ
ぶ
る
快
調

初
の
準
備
委
ひ
ら
く

　
明
四
十
三
年
十
月
に
開
か
れ
る
、
第
十
六
回

全
日
本
仏
教
徒
会
議
岡
山
大
会
の
第
一
回
準
備

委
員
会
が
、
さ
る
十
二
月
五
日
午
後
一
回
忌

ら
、
岡
山
市
曹
洞
宗
景
福
寺
で
開
ら
か
れ
た
。

　
高
峰
秀
海
冷
遇
会
長
（
元
高
野
山
真
言
宗
宗

務
総
長
）
ほ
か
県
仏
役
員
を
は
じ
め
、
各
宗
派

の
代
表
者
約
三
十
人
が
出
席
し
、
都
守
泰
一
常

務
理
事
の
司
会
で
高
峰
会
長
か
ら
、
本
県
は
昭

和
十
二
年
に
全
国
仏
教
大
会
を
開
催
し
て
成
功

し
た
実
績
が
あ
り
、
時
代
に
対
応
す
る
仏
教
の

発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
第
十
六
回
の
全
日
本

仏
教
徒
会
議
を
引
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
わ

れ
わ
れ
県
下
の
仏
教
徒
が
一
丸
と
な
っ
て
、
大

会
の
成
功
に
努
力
し
た
い
、
と
の
力
強
い
あ
い

さ
つ
に
引
つ
ぞ
き
、
全
量
伊
藤
組
織
局
長
か

ら
、
明
年
の
大
会
を
敢
然
と
し
て
お
引
受
け
願

い
、
中
国
地
方
に
お
け
る
は
じ
め
て
の
仏
教
徒

会
議
が
、
本
県
に
お
い
て
開
か
れ
る
意
義
は
、

ま
こ
と
に
大
き
い
と
感
謝
の
あ
い
さ
つ
を
行
な

い
、
つ
ず
い
て
協
議
に
う
つ
り
、
柳
全
仏
組
織

部
長
か
ら
会
議
全
般
に
つ
い
て
の
基
本
方
策
を

説
明
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
会
期
を
昭
和
四
十
三
年
十
月

三
、
四
日
の
両
日
に
内
定
し
、
僧
俗
一
体
の
組

織
の
実
行
委
員
会
を
作
る
こ
と
。
明
年
一
月
に

実
行
委
員
会
を
発
足
す
る
こ
と
。
会
場
を
県
体

育
館
と
し
約
七
千
人
程
度
と
し
内
容
の
充
実
し

た
意
義
の
あ
る
行
事
に
す
る
こ
と
。
事
務
局
長

に
は
都
守
常
務
理
事
が
あ
た
る
こ
と
。
実
行
委

員
会
の
構
成
、
事
務
局
の
陣
容
に
つ
い
て
は
早

急
に
決
定
す
る
な
ど
を
申
合
せ
た
。

　
こ
の
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
内
定
し
て
か

ら
の
岡
山
県
仏
で
は
、
再
三
会
合
し
、
準
備
の

た
め
の
運
営
資
金
も
役
員
各
自
が
卒
先
拠
出
す

る
こ
と
と
し
、
す
べ
り
出
し
は
す
こ
ぶ
る
快
調

で
、
大
会
の
成
功
が
今
か
ら
期
待
さ
れ
て
い

る
。
な
お
七
日
に
は
三
宅
桂
仙
理
事
が
上
京
し

四
仏
本
部
と
い
ろ
い
ろ
打
合
せ
た
。

大
会
後
の
事
業

き
ま
る．
岐
阜
県
仏
の
委
員
会

　
第
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
大
会
を
盛
大
に
紅

わ
り
、
大
き
な
成
果
を
お
さ
め
た
岐
阜
県
仏
教

会
で
は
、
お
し
ま
い
の
大
会
実
行
委
員
会
を
さ

る
十
一
月
二
十
二
日
午
前
十
時
か
ら
岐
阜
市
長

良
の
せ
い
ら
ん
会
館
で
、
約
四
百
人
の
実
行
委

員
と
、
全
仏
か
ら
黒
田
事
務
総
長
、
伊
藤
組
織

局
長
、
柳
組
織
部
長
、
福
井
主
事
が
出
席
し
て

ひ
ら
か
れ
た
。

　
ま
ず
、
名
誉
会
長
梶
浦
逸
外
老
師
の
あ
い
さ

つ
、
和
田
会
長
お
よ
び
加
納
実
行
委
員
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
大
会
に
つ
い
て
の
詳
細
な
報
告
、
高

山
大
会
を
黒
田
師
、
大
垣
大
会
を
奥
村
師
、
幼

児
と
母
親
大
会
を
浅
野
師
、
本
大
会
の
決
算
報

告
を
寺
町
師
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
、
監
査
委
員

の
監
査
報
告
が
あ
っ
て
全
員
異
議
な
く
決
算
案

を
承
認
し
た
。

　
つ
ず
い
て
全
仏
黒
田
事
務
総
長
の
謝
辞
が
あ

っ
て
、
実
行
委
員
会
を
解
散
す
る
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
た
。
つ
ぎ
に
今
後
の
県
仏
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
協
議
に
う
つ
り
、
議
長
に
関
市
仏
会

長
の
日
野
師
を
選
び
、
大
会
後
の
県
仏
を
ど
う

運
営
す
る
か
に
つ
い
て
慎
重
に
協
議
が
重
ね
ら

れ
、
さ
し
あ
た
り
大
会
の
剰
余
金
お
よ
び
諸
備

品
は
す
べ
て
喉
仏
へ
移
管
す
る
こ
と
、
ま
た
、

新
し
く
打
出
し
た
県
仏
の
事
業
方
針
案
に
つ
い

て
は
、
和
田
会
長
か
ら
つ
ぎ
の
と
お
り
発
表
さ

れ
た
。放

送
専
門
委
員
会

年
中
行
事
に
関
す
る
も
の
（
盆
、
彼
岸
、

花
ま
つ
り
、
成
道
、
浬
桀
、
各
宗
派
行

事
、
説
教
な
ど
）
仏
教
教
理
に
関
す
る
も

の
（
少
、
青
、
壮
、
檀
、
婦
、
尼
）

四
仏
行
事
岐
阜
県
統
一
花
ま
つ
り
月
間

檀
信
徒
年
次
総
会
　
県
立
役
員
総
会

仏
教
徒
の
主
張

（
役
員
構
成
）
　
委
員
長
、
副
委
員
長

各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
　
各
市
郡
に
放
送
専
門

委
員
長
、
各
宗
派
代
表
を
置
く
。

出
版
専
門
委
員
会

仏
教
ぎ
ふ
　
年
三
回
発
刊
予
定
一
回
二
万

部
統
一
花
ま
つ
り
推
進
委
員
会

花
ま
つ
り
月
間
の
制
定
　
少
年
、
児
童
作

品
展
　
中
央
花
ま
つ
り
の
推
進

檀
信
徒
部
会

会
員
一
〇
万
世
帯
の
組
織
充
実
　
一
口
三

〇
円
の
確
実
完
納
　
役
員
の
組
織
充
実

役
員
総
会
の
実
施
（
三
月
、
市
民
会
館
）
全

仏
会
長
が
出
席
予
定
（
議
題
）
輪
袈
裟
、

パ
ッ
チ
、
身
分
の
制
定
、
慶
弔
規
定
、
善

行
表
彰
、
高
年
令
者
表
彰
、
慰
問
、
組
織

の
拡
充
に
つ
い
て
、
肢
体
不
自
由
児
の
対

策
、
学
校
教
育
に
お
け
る
宗
教
情
操
教
育
「

の
実
施
に
つ
い
て
、
青
少
年
の
不
良
化
防

止
に
つ
い
て
、
交
通
事
故
、
ベ
ト
ナ
ム
、

創
価
学
会
公
明
党
対
策
、
祖
先
の
日
の
制

定
と
そ
の
行
事
に
つ
い
て
。

年
次
総
会

　
　
岐
阜
県
民
体
育
館
で
全
県
下
の
仏
教
関
係

　
　
全
体
の
大
き
な
会
議
を
行
な
う
こ
と
。

　
岐
阜
大
会
の
記
録
映
画
が
立
派
に
で
き
あ
が

っ
た
ほ
か
、
大
会
紀
要
も
十
二
月
中
旬
に
完
成

す
る
。

豊
山
派
の
講
演
会

　
真
言
宗
豊
山
派
仏
教
青
年
会
で
は
本
年
創
立

十
周
年
を
迎
え
、
記
念
事
業
と
し
て
さ
る
十
二

月
四
日
読
売
ホ
ー
ル
で
、
中
尊
寺
貫
主
今
東
光

師
、
立
命
館
大
学
教
授
梅
原
猛
氏
を
講
師
と
し

て
仏
教
講
演
会
を
開
催
し
た
。
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器牒繰繍襯

会
長
に
大
谷
光
暢
師

理
事
長
は
来
馬
道
断
師
（
曹
洞
宗
）

　
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
の

た
め
の
全
日
本
仏
教
会
の
評
議
員

会
は
、
さ
る
十
一
月
二
十
九
日
東

京
本
願
寺
記
念
館
で
ひ
ら
か
れ

た
。
本
人
出
席
四
十
二
人
、
委
任

状
を
提
出
し
た
も
の
六
十
九
人
。

議
長
は
豊
原
理
事
長
の
指
名
に
一

任
で
、
東
京
都
仏
連
会
長
栗
本
俊
道
師
が
あ
た

り
、
つ
ぎ
の
と
お
り
決
議
し
た
。

議
案
第
一
号
理
事
お
よ
び
監
事
の
選
出
に
つ

い
て
理
　
　
事
　
（
順
不
同
）

　
　
杉
谷
　
義
周
（
天
台
宗
）

　
　
清
水
谷
孝
尚
（
背
馳
）

　
　
吉
田
．
秀
映
（
〃
　
）

　
　
岡
野
　
正
道
（
孝
道
教
団
）

　
　
草
繋
　
全
弘
（
高
野
山
真
言
宗
）

　
　
上
野
　
頼
栄
（
真
言
宗
智
山
派
）

草
津
　
　
宜
（
真
言
宗
大
覚
寺
派
）

小
野
塚
潤
澄
（
真
言
宗
豊
山
派
）

竹馬訓高下豊守鵜小森来村中後前立
内谷覇辻川原中飼林本馬山村藤山部

瑞
祐
（
真
言
宗
御
室
派
）

恵
光
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

憲
巌
（
臨
済
宗
南
禅
寺
派
）

貞
元
（
曹
洞
宗
）

道
隆
（
　
〃
　
）

道
断
（
　
〃
　
）

三
鎧
（
黄
葉
宗
）

大
巌
（
浄
土
宗
）

隆
玄
（
　
〃
　
）

隆
璋
（
西
山
浄
土
宗
）

大
潤
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

弘
義
（
　
　
　
〃

恵
雄
（
　
　
　
〃

信
雄
（
真
宗
大
谷
派
）

慶
縁
（
　
〃
　
　
）

良
恵
（
　
　
〃
　
　
）

））

中山浅蒲佐間奥村松安熊高栗倉片山
山本野池藤野　瀬村藤野橋本持山中

浩
文
（
真
宗
高
田
派
）

日
幹
（
日
蓮
宗
）

秀
峰
（
埼
玉
県
仏
教
会
）

俊
道
（
東
京
都
仏
連
）

隆
天
（
神
奈
川
仏
教
会
）

龍
夫
（
千
葉
県

寿
雄
（
新
潟
県

寿
顕
（
静
岡
県

良
彦
（
愛
知
県

博
良
（
京
都
府

敬
重
（
大
阪
府

覚
雄
（
兵
庫
県

　
繁
（
福
岡
県

真
明
（
岐
阜
県

〃〃〃〃〃〃〃〃〃

）））））））））

杉
（
全
日
本
仏
婦
連
盟
）

理
々
（
日
本
仏
教
鎖
仰
会
）

　
こ
の
ほ
か
学
識
経
験
者
か
ら
の
理
事
は
理
事

会
に
一
任
さ
れ
、
つ
ぎ
の
両
師
が
選
任
さ
れ

た
。　
　
阿
部
　
龍
伝
（
学
識
経
験
）

　
　
松
本
徳
明
（
　
〃
　
　
）

監
　
　
事
（
順
不
同
）

　
　
春
山
　
　
貞
（
朝
日
生
命
仏
教
研
究
会
）

　
　
野
口
　
宥
興
（
真
言
宗
豊
山
派
）

　
　
船
口
　
暉
子
（
全
日
本
仏
婦
連
盟
）

　
議
案
第
二
号
　
会
長
及
び
副
会
長
推
載
に
つ

い
て
　
全
会
一
致
で
つ
ぎ
の
と
お
り
推
載
を
決
定

会
長
大
　
谷
　
光
　
暢

　
　
　
　
　
　
　
　
（
真
宗
大
谷
派
管
長
）

副
会
長
長
　
岡
　
慶
信

　
　
　
　
　
　
　
（
真
言
宗
豊
山
派
管
長
）

副
会
長
出
　
口
　
常
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
宗
管
長
）

副
会
長
山
　
田
　
霊
　
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
駒
沢
大
学
総
長
）

　
理
事
長
・
常
務
理
事
は
つ
ぎ
の
と
お
り
選
出

さ
れ
た
。

　
理
事
長
来
　
馬
　
道
　
断

　
常
務
理
事
　
杉
谷
義
周
　
草
繋
全
弘
　
上

野
頼
栄
　
小
野
塚
潤
澄
　
華
山
恵
光
　
中
村
貞

元
　
村
上
道
隆
　
小
林
大
山
　
鵜
飼
隆
玄
　
豊

原
大
潤
　
下
川
弘
義
　
訓
説
信
雄
　
竹
内
良
恵

片
山
日
幹
　
高
橋
心
慰
　
松
村
寿
顕
　
村
瀬
良

彦
山
本
杉
栗
本
俊
道
浅
野
真
明
阿
部

龍
伝
　
松
本
徳
明
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山
梨
県
仏
の
総
会

　
山
梨
県
仏
教
会
で
は
、
さ
る
十
一
月
十
六
日

午
後
一
時
か
ら
甲
府
市
県
民
会
館
映
画
講
堂
で

本
年
度
の
総
会
を
ひ
ら
き
、
事
業
な
ら
び
に
会

計
報
告
、
補
充
新
役
員
な
ど
井
村
理
事
長
か
ら

提
案
し
て
全
員
承
認
し
た
。

　
ひ
き
つ
づ
き
戦
死
者
追
悼
法
要
を
、
副
会
長

の
臨
済
宗
向
獄
寺
派
管
長
三
輪
燈
外
老
師
の
導

師
、
臨
済
宗
各
派
の
代
表
が
式
衆
で
厳
粛
に
営

ん
だ
。
記
念
講
演
は
友
松
円
諦
師
が
「
仏
教
徒

の
や
く
め
」
と
題
し
、
聴
衆
に
多
大
の
感
銘
を

あ
た
え
午
後
四
時
散
会
。

栃
木
県
の
仏
教
徒
会
議

　
栃
木
県
仏
教
会
で
は
、
さ
る
十
一
月
二
十
二

日
午
前
十
時
か
ら
仏
教
徒
会
議
を
ひ
ら
き
、
菅

原
碧
海
会
長
ほ
か
県
仏
役
員
、
有
力
檀
信
徒
な

ど
約
百
人
が
出
席
し
た
。

　
午
前
中
は
指
導
講
演
を
東
大
教
授
笠
原
一
男

博
士
が
「
現
代
に
お
け
る
仏
教
徒
の
役
割
」
と
題

し
て
熱
弁
を
ふ
る
い
、
午
後
か
ら
は
笠
原
講
師

、

を
中
心
に
、
仏
教
徒
の
前
進
に
つ
い
て
討
論
を

行
な
っ
た
。
な
お
全
仏
の
事
業
や
運
動
方
針
に

つ
い
て
阿
部
総
務
部
長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

京
都
府
仏
教
徒
議
会

　
京
都
仏
教
徒
会
議
（
理
事
長
大
西
良
慶
師
）

で
は
さ
る
十
二
月
九
日
本
能
寺
本
坊
で
第
十
五

仏
教
徒
会
議
く
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
V
を
開
催

」
し
、
い
ろ
い
ろ
の
課
題
を
討
議
し
た
。
竜
大
教

授
上
田
作
之
助
氏
京
大
教
授
大
橋
隆
憲
氏
も
参

加
し
た
。

，
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宗
派
・
県
仏
人
事
（
就
任
）

京
都
府
仏
教
会

　
　
　
　
会
長
　
平
野
　
竜
法

岡
山
県
仏
教
会

　
　
　
　
会
　
長
　
高
峰
秀
海

浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派

　
　
　
　
管
長
三
輪
亮
明

浄
土
宗
西
山
深
草
派

　
　
　
　
宗
務
長
　
松
田
　
法
脈

　
　
全
仏
事
務
局
人
事

　
全
仏
事
務
局
の
人
事
に
つ
い
て

は
、
別
項
の
十
二
月
六
日
の
理
事
会

で
協
議
さ
れ
た
が
、
事
務
総
長
は
浄

土
宗
、
総
務
局
長
は
大
谷
派
、
組
織

局
長
は
日
蓮
宗
、
国
際
局
長
は
本
願

寺
派
、
文
化
局
長
は
曹
洞
宗
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
推
薦
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

他
日
開
催
の
常
務
理
事
会
で
決
ま

る
。
　
主
事
（
文
化
局
）
小
瀬
川
　
亮
晃

依
願
免

騨一 露
ー
ー
贋
1
1
買
ロ
ー
■
暉
－
冨
■
一
躍
1
－
－
一
1
置
喀
一
－
冒
1

　
真
言
宗
豊
山
派

の
善
応
寺
。
開
基

寛
朝
上
人
が
、
こ

の
地
を
有
縁
に
開

創
し
た
の
が
貞
治

年
間
、
後
村
上
天

皇
の
治
世
だ
と
い
う
か
ら
六
百
年

前
の
こ
と
。
第
二
次
大
戦
で
本
堂

も
庫
裡
も
戦
火
に
失
っ
た
。

　
寺
檀
と
も
に
力
を
あ
わ
せ
て
の

協
力
で
、
昭
和
二
十
五
年
七
月
、

仮
の
復
興
か
で
き
た
。
こ
の
あ
た

り
一
帯
の
市
街
発
展
に
つ
れ
て
檀

信
徒
が
に
わ
か
に
殖
え
、
こ
れ
ま

昭
和
四
二
年
一
ご
月
二
九
日
付

「
書
記
（
国
際
局
）
　
真
柄
　
信
雄

　
書
記
（
総
務
局
）
　
山
田
　
俊
一
，

任
命
主
事

昭
和
四
二
年
一
一
月
一
日
付

　
主
事
（
総
務
局
・
組
織
局
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
井
清
俊

解
兼
総
務
局

　
★
仏
徒
国
際
交
流
中
国
の

仏
教
親
善
使
節
団
は
十
一
月
九
日
伊

丹
室
港
着
、
京
都
大
阪
の
名
刹
寺
院

を
巡
拝
、
十
三
日
上
京
、
全
日
本
仏

教
会
主
催
に
よ
る
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
に
出
席
し
た
。
一
行
は
中
国
仏
教

弘
法
委
員
高
雄
市
仏
教
会
役
員
宏
法

転
住
持
の
婬
乱
証
師
ら
十
人
で
あ
っ

た
。★
天
台
宗
の
印
度
。
セ
イ
ロ
ン
・

ネ
パ
ー
ル
・
タ
イ
・
台
湾
、
仏
教
徒

交
流
親
善
使
節
団
は
十
一
月
十
日
東

京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
結
団
式
、
全

日
本
仏
教
会
か
ら
は
号
旗
を
授
与
し

で
の
仮
本
堂
で
は
あ
ま
り
に
も
狭
　
心

嚢
語
荘
厳
も
整
わ
一

　
お
り
し
も
開
創
六
百
年
、
そ
の
　
四

難
業
零
落
燕
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

難
瑚
凝
鐸
舞
㏄
塑

堂
典
麗
熱
嚢
」

謄
躍
浄
業
が
成
就
し
一

　
住
職
は
三
十
二
世
大
谷
及
勝
師
。
闘

足
立
区
興
野
町
＝
〇
九

一
l
l
聰
－
ー
ー
ー
ー
童
1
ー
ー
1
3
1
8
1
1
顧
l
l
壁
8
1

た
。
一
行
は
天
台
宗
開
祖
伝
教
大
師

一
千
百
五
十
年
大
遠
忌
を
迎
え
る
に

当
っ
て
派
遣
さ
れ
る
も
の
。
団
長
は

樋
口
亮
栄
師
で
十
一
人
、
十
一
月
十

四
日
羽
田
を
出
発
。

★
日
蓮
宗
仏
蹟
参
拝
団
は
十
一
月

十
五
日
午
後
三
時
か
ら
池
上
本
門
寺

本
堂
で
結
団
式
法
要
を
厳
修
し
、
全

日
本
仏
教
会
か
ら
は
仏
旗
を
授
与
し

た
。
一
行
は
団
長
片
山
日
脚
宗
務
総

長
ら
三
十
三
人
で
、
日
蓮
宗
と
し
て

は
始
め
て
の
参
拝
団
。
片
山
総
長
は

全
世
界
注
目
の
立
正
大
学
考
古
学
班

に
よ
る
カ
ピ
ラ
城
趾
発
掘
の
鍬
入
れ

式
を
行
な
う
。
一
行
は
十
六
日
十
二

時
三
十
分
の
B
O
A
C
機
に
て
羽
田

を
出
発
。

　
武
田
達
曲
師
（
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
元
総
長
・
直
管
仏
常
務
理
事
）

去
る
十
月
二
十
七
日
心
臓
衰
弱
の
た

め
吹
田
市
千
里
寺
で
死
去
。
十
一
月

五
日
宗
門
葬
が
営
ま
れ
た
。
八
十
三

才
。　

孤
峰
智
藻
禅
師
（
総
持
寺
貫
首
）

曹
洞
宗
大
本
山
貫
首
孤
峰
智
環
禅
師

は
さ
る
十
一
月
一
日
遷
化
。
師
は
十

一
才
で
仏
門
に
入
り
、
最
乗
寺
住
職

か
ら
総
寺
第
十
八
世
に
む
か
え
ら

れ
、
大
本
堂
の
建
立
と
幾
多
の
大
事

業
を
成
し
遂
げ
仏
教
界
の
た
め
多
大

の
功
績
が
あ
っ
た
。
八
十
九
才
。
本

葬
は
四
十
三
年
五
月
行
な
わ
れ
る
。

　
三
沢
智
雄
師
（
鶴
見
女
子
学
園

雨
雲
・
全
仏
文
化
専
門
委
員
）
さ
る

十
一
月
十
三
日
、
直
腸
腫
の
た
め
死

和田聖公先生著馨選録

仏
教
は
ヨ
ガ
か
ら
発
足
し
た

ヨ
ガ
の
行
法
を
習
得
す
れ
ば

仏
教
の
教
え
は
自
か
ら
実
行
さ
れ
る

自
然
良
能
作
用
の
増
強
・
常
に
健
康

自
己
防
衛
力
の
増
強
！
　
常
に
安
全

眼
に
飛
び
込
ん
で
く
る
般
若
心
経
の
内
容
！

無
限
大
に
展
開
す
る
生
活
の
営
み
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去
。
六
十
九
才
。
師
は
昭
和
四
十
年

九
月
か
ら
全
学
文
化
専
門
委
員
と
し

て
活
躍
し
た
。

　
鷲
尾
光
遍
師
（
真
言
宗
山
階
派

管
長
滋
賀
県
仏
教
会
会
長
）
十
一
月

十
四
日
老
衰
の
た
め
石
山
寺
で
死

去
。
十
七
日
石
山
寺
で
密
葬
が
行
な

わ
れ
た
。
八
十
九
才
。

　
大
照
順
道
師
（
東
叡
山
輪
王
寺

門
跡
・
寛
永
寺
住
職
）
さ
る
十
二
月

七
日
急
性
心
筋
こ
う
そ
く
の
た
め
死

去
。
天
台
宗
宗
機
顧
問
な
ど
歴
任
し

た
。
七
十
七
才
。
本
葬
は
二
十
日
午

後
一
時
、
告
別
式
は
同
日
午
後
二
時

か
ら
寛
永
寺
で
行
わ
れ
た
。
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